
石川県
F i l e  N o. 02

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 1,098 1,073 989 921 858
採用予定者数 315 315 315 315 315

▼︎�受験者数等推移

求める教員像

１　児童生徒に対する教育的愛情を有する人
２　責任感と使命感を有する人
３　豊かな教養と専門的知識を有する人
４　広く豊かな体験を持ち，指導力・実践力を有する人
５　向上心を持ち，明るさ，積極性に富む人

出願期間
公開日　令和７年４月16日（水）
電子申請　令和７年５月１日（木）10:00～５月30日（金）23:00

試験日程

筆記試験　試験日　令和７年７月19日（土）
実技試験　試験日　令和７年７月19日（土）・20日（日）（保健体育志願者のみ両日，他は20日のみ）
面接試験　試験日　令和７年８月２日（土）・３日（日）の指定した１日
合格発表日　令和７年９月26日（金）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科
［小］　［中高］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語，農業，工業，商業，看護，福祉，
情報　［特］（小）（中高）国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語，農業，工業，商業，
福祉　［養］　［栄］

特記事項

■特別選考　●区分A：本県講師等として勤務する受験者を対象とした選考　前々年度試験及び前年度試
験の教職・一般の成績が基準に達した者で規定の要件を満たす者は，筆記の教職・一般を免除。●区分B：正
規教員としての勤務経験を有する受験者を対象とした選考　規定の要件を満たす者は，［小・特（小・中高）］
志願者は筆記と実技を免除，［中高・養・栄］志願者は筆記の教職・一般を免除。●区分C：大学３年生を対象
とした選考（令和９年度採用）　［小・中高・特］志願者対象。筆記，実技，適性検査を受験可能。●区分D：前
年度の大学３年生を対象とした選考において基準に到達した者を対象とした選考　［小・特（小）］志願者対
象。面接を実施。●区分E：大学からの推薦を受けた受験者を対象とした選考　［小］志願者又は［中高］工業
志願者で規定の要件を満たす者は，筆記と実技を免除。●区分F：障害のある受験者を対象とした選考　必
要に応じて実技試験等の一部又は全部を免除。●区分G：英語に係る資格を有する英語受験者を対象とした
選考　［中高・特（中高）］英語志願者で，令和５年４月１日以降に規定の資格を取得した者は，筆記の専門を
免除。●区分H：民間企業等勤務経験を有する工業受験者を対象とした選考　［中高・特（中高）］工業志願者
で，規定の要件を満たす者は，筆記の教職・一般を免除。●区分I：教育職員普通免許状を有しない受験者を
対象とした選考　［中高］技術，看護，福祉志願者で，規定の要件を満たす者は，筆記の教職・一般を免除。

新規情報

■３年生受験　小中高特対象。■初任給　初任給大卒259,276円（教職調整額，義務教育等教員特別手当
含む）。■初任者研修　初任者研修は県教員育成指標に基づき，教職に必要な素養，学習指導や生徒指導等を
バランスよく育成できるよう実施。■臨時的任用教員の研修　あり。■へき地／離島／寒冷地勤務　義務で
はない。■懲戒処分の指針　HP掲載。

面　積 4,191 ㎢
人　口 1,089,778人
県の花 クロユリ
県の木 あて（能登ヒバ）
県の鳥 イヌワシ

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 3,148 748 106

不登校（人） 1,197 2,139 989

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉の教育原理（特別支援教育）のうち，

特別支援教育では，教育法規と重複するが，学校教

育法第72条から特別支援学校の目的を問う問題が

出題された。

　教育時事では，「初等中等教育段階における生成

AIの 利 活 用 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン（ver.2.0）」

（2024年）から学校現場で押さえておくべき5つの

観点を問う問題が出題された。また，小学6年生と

中学3年生を対象に実施している全国学力・学習状

況調査（全国学力テスト）の実施方式が2027年度

から学習用端末を使いオンラインで出題・解答する

方式に全面移行することに関する問題が出題された。

　教育法規では教育公務員特例法の研修規定が頻出

である。今年度は第23条（初任者研修）が出題さ

れた。また，地方公務員法（服務）は出題されやす

く，今年度は第33条（信用失墜行為の禁止）が出

題された。このほか，学校教育の情報化の推進に関

する法律第13条や学校図書館法第5条，公立の義務

教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置

法第7条も出題されている。過去問を参照しながら

条文のキーワードを整理したい。

　教育心理は幅広い領域から出題されており，今年

度は忘却曲線を問う問題が出題された。

　教育史では，教育の目的を倫理学に，方法を心理

学に求めて，科学的な教育学を樹立したヘルバルト

に関する問題が出題された。人物名，思想上の特色，

著書，名言といった項目から構成される一覧表を作

成しておこう。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年，国語（同

音異義語，格言・ことわざ，現代文読解等）と英語

（単語，会話文等）を中心とした出題となっており，

今年度も同じような傾向であった。社会科学では例

年，時事が出題のメインとなっている。今年度，時

事からは2024年に国内で生まれた日本人の子どもの

数，新紙幣の千円札に描かれた北里柴三郎の研究功

績に関する問題等がみられた。自然科学では，数学

の関数以外の領域から幅広く出題される傾向となっ

ており，今年度も同様であった。

▶教育法規は教育公務員特例法（研修）
▶幅広い領域から出題される教育心理
▶社会科学で必出の時事

教職教養
全10問

教育史

1

教育原理

1

教育心理

1
教育法規

5

教育時事

2

一般教養
全24問

国語

8
時事
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英語
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数学
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自治体別試験DATA＆分析
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